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 横 浜 市 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 元 年 ６ 月 14 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 条 例 第 11 号  

   横 浜 市 建 築 基 準 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 建 築 基 準 条 例 （ 昭 和 35 年 10 月 横 浜 市 条 例 第 20 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ４ 条 第 １ 項 中 「 長 さ の 合 計 は 」 を 「 幅 員 は 」 に 、 「 幅 員 に 」 を

「 長 さ の 合 計 に 」 に 改 め 、 同 項 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。  

路地状部分の長さの合計 路地状部分の幅員 

15メートルを超え25メートル以下のもの     ３メートル以上     

25メートルを超えるもの            ４メートル以上     

 第 ４ 条 第 ２ 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 基 準 （ 当 該 建 築 物 が 、 一 戸

建 の 住 宅 の 用 途 に 供 す る も の で 、 か つ 、 当 該 用 途 以 外 の 用 途 に 供 し

な い も の で あ る と き は 、 第 １ 号 に 掲 げ る 基 準 ） に 適 合 す る 」 を 「 も

の で あ る 」 に 改 め 、 同 項 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で を 次 の よ う に 改 め る

。  

 (1)  地 階 を 除 く 階 数 が ２ 以 下 の 一 戸 建 て の 住 宅  

 (2)  次 に 掲 げ る 基 準 の 全 て に 適 合 す る も の  

  ア  次 の い ず れ か の 用 途 に 供 す る も の で 、 か つ 、 そ れ ぞ れ 当 該

各 規 定 に 掲 げ る 用 途 の み に 供 す る も の で あ る こ と 。  

   (ア)  住 宅 で 事 務 所 、 店 舗 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 用 途 を 兼 ね る  

    も の の う ち 令 第  130 条 の ３ に 規 定 す る も の  

   (イ)  共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 又 は 下 宿 の 用 途 に 供 す る も の （ そ の 用  

    途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が  100 平 方 メ ー ト ル 未 満 の  

    も の に 限 る 。 ）  

   (ウ)  住 戸 の 数 が ３ 以 下 の 長 屋  

  イ  外 壁 又 は こ れ に 代 わ る 柱 の 面 か ら 敷 地 境 界 線 ま で の 距 離 が  

 0.5 メ ー ト ル 以 上 で あ る こ と 。  

  ウ  建 築 物 の 主 要 な 出 入 口 か ら 道 路 に 通 ず る 幅 員  1.8 メ ー ト ル

以 上 の 通 路 が 敷 地 内 に 設 け ら れ て い る こ と 。  

 (3)  前 ２ 号 に 規 定 す る 建 築 物 に 附 属 す る 平 家 建 の 建 築 物 （ 令 第 13  

0 条 の ５ に 規 定 す る も の を 除 く 。 ） で 、 床 面 積 の 合 計 が 50 平 方

メ ー ト ル 以 内 の も の （ 前 号 に 規 定 す る 建 築 物 に 附 属 す る も の に

あ っ て は 、 同 号 イ の 基 準 に 適 合 す る も の に 限 る 。 ）  

 第 ４ 条 第 ２ 項 第 ４ 号 を 削 る 。  

 第 ４ 条 の ２ 第 １ 項 中 「 一 戸 建 の 住 宅 」 を 「 一 戸 建 て の 住 宅 」 に 改

め る 。  

 第 ４ 条 の ５ 第 ４ 項 第 １ 号 中 「 も の 以 外 の 用 途 に 供 す る 」 を 「 用 途

に 供 し な い 」 に 改 め る 。  



                     横 浜 市 報    号外第３ 令和元年６月14日 

24 

 第 ５ 条 第 １ 項 中 「 こ の 節 」 を 「 こ の 条 及 び 第 ７ 条 」 に 改 め る 。  

 第 ６ 条 第 ４ 項 中 「 第 ２ 項 」 を 「 前 ３ 項 」 に 改 め る 。  

 第 24 条 第 １ 項 中 「 、 連 続 店 舗 」 を 削 る 。  

 第 33 条 第 １ 項 中 「 も の 」 の 次 に 「 （ 階 数 が ３ 以 下 で 延 べ 面 積 が 20  

0 平 方 メ ー ト ル 未 満 の も の を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。  

 第 53 条 の ２ を 次 の よ う に 改 め る 。  

第 53 条 の ２  削 除  

 第 53 条 の ９ 中 「 第 67 条 の ２ 」 を 「 第 66 条 」 に 、 「 第 67 条 の ４ 」 を

「 第 67 条 の ２ 」 に 改 め る 。  

 第 54 条 の ２ 中 「 第 86 条 の ４ 第 １ 項 」 を 「 第 86 条 の ４ 」 に 改 め る 。  

 第 55 条 中 「 、 第 ４ 条 の ２ 、 第 ５ 条 」 、 「 、 第 24 条 、 第 29 条 」 及 び

「 、 第 47 条 、 第 47 条 の ２ 」 を 削 り 、 「 第 53 条 」 を 「 第 51 条 」 に 改 め

る 。  

 第 56 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

６  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 53 条 の ３ か ら 第 53 条 の ５ ま で の

規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に 係 る 用 途 の 変 更 に つ い て は 、 法 第

87 条 第 ３ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 第 53 条 の ３ か ら 第 53 条 の ５ ま で

の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 第 56 条 の ３ 第 ２ 項 第 ５ 号 中 「 構 造 」 の 次 に 「 と し 、 当 該 道 の 縦 断

勾 配 が ９ パ ー セ ン ト を 超 え る 部 分 に あ っ て は 、 市 長 が 周 囲 の 状 況 に

よ り や む を 得 な い と 認 め た 場 合 を 除 き 、 滑 り 止 め の 措 置 を 講 じ た も

の 」 を 加 え 、 同 号 を 同 項 第 ８ 号 と し 、 同 項 第 ４ 号 を 同 項 第 ７ 号 と し

、 同 項 第 ３ 号 中 「 は さ む 」 を 「 挟 む 」 に 、 「 す み 切 り 」 を 「 隅 切 り

」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、 同 項 中 第 ２ 号 を 第 ５ 号 と し 、 第

１ 号 を 第 ２ 号 と し 、 同 号 の 次 に 次 の ２ 号 を 加 え る 。  

 (3)  袋 路 状 道 路 の 終 端 に は 、 令 第  144 条 の ４ 第 １ 項 第 １ 号 ハ に 規

定 す る 自 動 車 の 転 回 広 場 を 設 け な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 市

長 が 安 全 上 支 障 が な い と 認 め 、 又 は 周 囲 の 状 況 に よ り や む を 得

な い と 認 め た 場 合 に お い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

 (4)  両 端 が 他 の 道 路 に 接 続 し 、 か つ 、 接 続 す る 道 路 の 一 端 が 四 輪

の 自 動 車 の 通 行 に 支 障 が あ る 道 は 、 袋 路 状 道 路 と み な し て 、 令

第  144 条 の ４ 第 １ 項 第 １ 号 及 び 前 号 の 規 定 に 適 合 す る も の と し

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 市 長 が 周 囲 の 状 況 に よ り や む を 得

な い と 認 め た 場 合 に お い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

 第 56 条 の ３ 第 ２ 項 に 第 １ 号 と し て 次 の １ 号 を 加 え る 。  

 (1)  道 は 、 直 接 に 、 又 は 四 輪 の 自 動 車 の 通 行 に 支 障 が な い 他 の 道

路 そ の 他 の 空 地 を 経 由 し て 、 幅 員 ６ メ ー ト ル 以 上 の 道 路 に 接 続

し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 市 長 が 周 囲 の 状 況 に よ り や む を

得 な い と 認 め た 場 合 に お い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

 第 56 条 の ６ 第 １ 項 中 「 第 87 条 の ２ 」 を 「 第 87 条 の ４ 」 に 改 め る 。  
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 第 58 条 第 １ 項 中 「 第 53 条 の ２ 」 を 「 第 53 条 の ３ 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  

 (1)  第 56 条 の ３ 第 ２ 項 第 ５ 号 の 改 正 規 定 、 同 号 を 同 項 第 ８ 号 と し

、 同 項 第 ４ 号 を 同 項 第 ７ 号 と す る 改 正 規 定 、 同 項 第 ３ 号 の 改 正

規 定 、 同 号 を 同 項 第 ６ 号 と し 、 同 項 中 第 ２ 号 を 第 ５ 号 と し 、 第

１ 号 を 第 ２ 号 と し 、 同 号 の 次 に ２ 号 を 加 え る 改 正 規 定 及 び 同 条

第 ２ 項 に 第 １ 号 と し て １ 号 を 加 え る 改 正 規 定  令 和 元 年 10 月 １

日  

 (2)  第 33 条 第 １ 項 、 第 53 条 の ９ 、 第 54 条 の ２ 及 び 第 56 条 の ６ 第 １

項 の 改 正 規 定  建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 30 年 法

律 第 67 号 ） 附 則 第 １ 条 本 文 に 規 定 す る 施 行 の 日  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 前 に し た こ の 条 例 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 建 築 基

準 条 例 に 違 反 す る 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前

の 例 に よ る 。  
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 横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境 の 保 全 等

に 関 す る 条 例 及 び 横 浜 市 不 燃 化 推 進 地 域 に お け る 建 築 物 の 不 燃 化 の

推 進 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 元 年 ６ 月 14 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 条 例 第 12 号  

   横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境  

   の 保 全 等 に 関 す る 条 例 及 び 横 浜 市 不 燃 化 推 進 地 域 に お け  

   る 建 築 物 の 不 燃 化 の 推 進 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る  

   条 例  

 （ 横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境 の 保 全  

 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境 の

保 全 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 ５ 年 ６ 月 横 浜 市 条 例 第 35 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ３ 条 第 １ 項 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (7)  法 第 87 条 の ３ の 規 定 に よ り 建 築 物 の 用 途 を 変 更 し て 一 時 的  

   に 他 の 用 途 の 建 築 物 と し て 使 用 す る 場 合  

 （ 横 浜 市 不 燃 化 推 進 地 域 に お け る 建 築 物 の 不 燃 化 の 推 進 に 関 す る  

 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  横 浜 市 不 燃 化 推 進 地 域 に お け る 建 築 物 の 不 燃 化 の 推 進 に 関

す る 条 例 （ 平 成 26 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 75 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  

  第 10 条 中 「 第 86 条 の ４ 第 １ 項 」 を 「 第 86 条 の ４ 」 に 改 め る 。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 30 年 法 律 第

67 号 ） の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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 横 浜 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 等 の 制 限 に 関 す る 条 例 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 元 年 ６ 月 14 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子   

横 浜 市 条 例 第 13 号  

   横 浜 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 等 の 制 限 に 関 す  

   る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 横 浜 市 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 等 の 制 限 に 関 す る 条 例 （

平 成 ３ 年 12 月 横 浜 市 条 例 第 57 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 13 条 に 次 の １ 項 を 加 え る 。  

６  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 ６ 条 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 、 第  

 ６ 条 の ２ 第 １ 項 若 し く は 第 ２ 項 、 第 ７ 条 、 第 ９ 条 第 １ 項 、 第 10 条  

 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 又 は 第 10 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け  

 な い 建 築 物 に つ い て 、 そ の 用 途 を 変 更 す る 場 合 に お い て は 、 法 第  

 87 条 第 ３ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 第 ６ 条 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 、  

 第 ６ 条 の ２ 第 １ 項 若 し く は 第 ２ 項 、 第 ７ 条 、 第 ９ 条 第 １ 項 、 第 10  

 条 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 又 は 第 10 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 は 、 適 用 し  

 な い 。  

 別 表 第 １ に 次 の よ う に 加 え る 。  

中山駅南口地区地区整備計 

画区域 

 都市計画法第20条第１項の規定により告示された横浜国際

港都建設計画中山駅南口地区地区計画において地区整備計画

が定められている区域 

 別 表 第 ２ に 次 の よ う に 加 え る 。  

中山駅南口地 

区地区整備計 

画区域 

Ａ 地 区 

Ｂ 地 区 

Ｃ 地 区 

１ １階又は２階を住居の用に供するもの（１階及び２階の 

 住居の用に供する部分が廊下、広間、階段、エレベーター 

 その他これらに類するもの又は居住者の集会の用に供する 

 室のみであるものを除く。） 

２ 工場（店舗、飲食店その他これらに類する用途に供する 

 建築物に附属するものを除く。） 

３ 自動車教習所 

４ 勝馬投票券発売所、場外車券売場又は場外勝舟投票券発 

 売所 

５ 倉庫業を営む倉庫 

６ 個室付浴場業に係る公衆浴場その他これに類する令第13 

 0 条の９の５に規定するもの 

 別 表 第 ７ に 次 の よ う に 加 え る 。  

中山駅南口地 

区地区整備計 

画区域 

Ａ 地 区 

Ｂ 地 区 

Ｃ 地 区 

 建築物の外壁又はこれに代

わる柱の面は、計画図に示す

壁面の位置の制限を超えて建

築してはならない。 

 次のいずれかに該当する建

築物又は建築物の部分 

１ 公衆便所、巡査派出所そ 

 の他これらに類する公益上 

 必要なもの 

２ 公共用歩廊その他これに 

 類する安全上、防火上及び 

 衛生上支障がないもの 
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 別 表 第 ８ に 次 の よ う に 加 え る 。  

中山駅南口地 

区地区整備計 

画区域 

Ａ 地 区 31メートル 

― Ｂ 地 区 
31メートル（計画図に示す区域アにおいて

は 100 メートル） 

Ｃ 地 区 31メートル 

 別 表 第 12 に 次 の よ う に 加 え る 。  

中山駅南口地 

区地区整備計 

画区域 

Ａ 地 区 

Ｂ 地 区 
100 分の10  

Ｃ 地 区 100 分の 6.5   

 別 表 第 13 に 次 の よ う に 加 え る 。  

中山駅南口地 

区地区整備計 

画区域  

Ａ 地 区 

Ｂ 地 区 

Ｃ 地 区 

１ 建築物の壁面による圧迫 

 感を軽減するため、建築物 

 の柱等のデザインや色彩等 

 によって壁面を分節するも 

 のとする。 

２ 店舗等の用に供する部分 

 で、計画図に示す歩道状空 

 地１、歩道状空地２及び歩 

 道状空地４に面する１階部 

 分並びに計画図に示す歩行 

 者用通路３に面する部分は 

 、開口部を設けるなど建築 

 物内部の活動やにぎわいが 

 望めるようなものとする。 

３ 屋外に設ける建築設備等 

 （太陽光発電設備及び太陽 

 熱利用設備を除く。）は、 

 周囲から容易に望見されな 

 いよう遮蔽するなど周囲に 

 配慮したものとする。 

４ 駐車場又は駐輪場は、植 

 栽で囲むなど乱雑な外観と 

 ならないものとする。 

      ―       

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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 横 浜 市 斜 面 地 に お け る 地 下 室 建 築 物 の 建 築 及 び 開 発 の 制 限 等 に 関

す る 条 例 及 び 横 浜 都 心 機 能 誘 導 地 区 建 築 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 元 年 ６ 月 14 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 条 例 第 14 号  

   横 浜 市 斜 面 地 に お け る 地 下 室 建 築 物 の 建 築 及 び 開 発 の 制  

   限 等 に 関 す る 条 例 及 び 横 浜 都 心 機 能 誘 導 地 区 建 築 条 例 の  

   一 部 を 改 正 す る 条 例  

 （ 横 浜 市 斜 面 地 に お け る 地 下 室 建 築 物 の 建 築 及 び 開 発 の 制 限 等 に  

 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 斜 面 地 に お け る 地 下 室 建 築 物 の 建 築 及 び 開 発 の 制 限

等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 16 年 ３ 月 横 浜 市 条 例 第 ４ 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。  

  第 ３ 条 の 次 に 次 の １ 条 を 加 え る 。  

  （ 既 存 の 建 築 物 に 対 す る 制 限 の 緩 和 ）  

 第 ３ 条 の ２  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 前 条 第 １ 項 の 規 定 の 適

用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い て 、 大 規 模 の 修 繕 、 大 規 模 の 模 様 替

又 は 用 途 の 変 更 を す る 場 合 に お い て は 、 法 第 ３ 条 第 ３ 項 第 ３ 号

及 び 第 ４ 号 並 び に 法 第 87 条 第 ３ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 前 条 第

１ 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 （ 横 浜 都 心 機 能 誘 導 地 区 建 築 条 例 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  横 浜 都 心 機 能 誘 導 地 区 建 築 条 例 （ 平 成 17 年 12 月 横 浜 市 条 例

第  116 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ２ 条 中 「 昭 和 25 年 政 令 第  338 号 」 の 次 に 「 。 以 下 「 令 」 と い

う 。」 を 加 え る 。  

  第 ３ 条 の 次 に 次 の ２ 条 を 加 え る 。  

  （ 既 存 の 建 築 物 に 対 す る 制 限 の 緩 和 ）  

 第 ３ 条 の ２  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 前 条 第 １ 項 の 規 定 の 適

用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い て 、 当 該 建 築 物 の 用 途 の 変 更 を 伴 わ

な い 大 規 模 の 修 繕 又 は 大 規 模 の 模 様 替 を す る 場 合 に お い て は 、

法 第 ３ 条 第 ３ 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 前 条 第

１ 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 ２  法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 前 条 第 １ 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け

な い 建 築 物 の 用 途 を 変 更 す る 場 合 で 、 用 途 変 更 後 の 別 表 第 ２ 第

１ 項 に 掲 げ る 用 途 に 供 す る 部 分 の 容 積 率 が 基 準 時 （ 当 該 建 築 物

に つ い て 、 法 第 ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 引 き 続 き 前 条 第 １ 項 の

規 定 の 適 用 を 受 け な い 期 間 の 始 期 を い う 。） に お け る そ の 部 分

の 容 積 率 を 超 え な い と き は 、 法 第 87 条 第 ３ 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 前 条 第 １ 項 の 規 定 は 、 準 用 し な い 。  
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  （ 用 途 の 変 更 に 係 る 条 例 の 規 定 が 準 用 さ れ な い 類 似 の 用 途 の 特  

  例 ）  

 第 ３ 条 の ３  令 第  137 条 の 19 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 指 定 す る

第 ３ 条 第 １ 項 の 規 定 を 準 用 し な い 類 似 の 用 途 は 、 当 該 建 築 物 が

別 表 第 ２ 第 １ 項 に 掲 げ る い ず れ か の 用 途 で あ る 場 合 に お い て 、

同 項 に 掲 げ る 他 の 用 途 と し 、 こ れ ら 以 外 の 用 途 の 変 更 に つ い て

は 、 法 第 87 条 第 ３ 項 に 基 づ き 、 第 ３ 条 第 １ 項 の 規 定 を 準 用 す る

。  

   附  則  

 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
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規 則  

 

 横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

   令 和 元 年 ６ 月 14 日  

                 横 浜 市 長  林    文  子  

横 浜 市 規 則 第 ６ 号  

   横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 （ 横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 １ 条  横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 （ 昭 和 27 年 10 月 横 浜 市 規 則 第 68 号 ） の  

 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ８ 条 企 画 部 の 項 建 築 防 災 課 の 部 第 ２ 号 中 「 第 17 号 か ら 第 19 号  

 ま で 」 を 「 第 18 号 か ら 第 20 号 ま で 」 に 改 め 、 同 条 建 築 指 導 部 の 項  

 建 築 指 導 課 の 部 中 第 19 号 を 第 20 号 と し 、 第 11 号 か ら 第 18 号 ま で を  

 １ 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 部 第 10 号 中 「 第 87 条 の ２ 」 を 「 第 87 条 の ４  

 」 に 改 め 、 同 号 を 同 部 第 11 号 と し 、 同 部 中 第 ９ 号 を 第 10 号 と し 、  

 第 ８ 号 を 第 ９ 号 と し 、 第 ７ 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

  (8)  建 築 基 準 法 第 87 条 の ３ 第 ５ 項 又 は 第 ６ 項 に 基 づ く 興 行 場 等  

   又 は 特 別 興 行 場 等 と す る 一 時 的 な 用 途 変 更 に 係 る 建 築 物 の 使  

   用 の 許 可 に 関 す る こ と 。  

 （ 興 行 場 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ２ 条  興 行 場 法 施 行 細 則 （ 昭 和 59 年 ９ 月 横 浜 市 規 則 第 92 号 ） の 一  

 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ９ 条 た だ し 書 中 「 又 は 第 ６ 項 」 を 「 若 し く は 第 ６ 項 又 は 第 87  

 条 の ３ 第 ５ 項 若 し く は 第 ６ 項 」 に 改 め る ｡  

 （ 横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境 の 保 全  

 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ３ 条  横 浜 市 中 高 層 建 築 物 等 の 建 築 及 び 開 発 事 業 に 係 る 住 環 境 の  

 保 全 等 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 ５ 年 ８ 月 横 浜 市 規 則 第 92 号 ）  

 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 12 条 第 ２ 号 中 「 若 し く は 第 ５ 項 第 ３ 号 」 を 「 、 第 ５ 項 若 し く  

 は 第 ６ 項 第 ３ 号 」 に 、 「 第 67 条 の ３ 第 ３ 項 第 ２ 号 」 を 「 第 67 条 第  

 ３ 項 第 ２ 号 」 に 改 め る 。  

 （ 横 浜 市 建 築 基 準 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正 ）  

第 ４ 条  横 浜 市 建 築 基 準 法 施 行 細 則 （ 昭 和 38 年 ２ 月 横 浜 市 規 則 第 13  

 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 ４ 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 第 56 条 の ３ 第 ２ 項 第 １ 号 た だ し 書 の  

 規 定 に よ り 市 長 が や む を 得 な い と 認 め る 道 路 、 同 項 第 ２ 号 た だ し  

 書 の 規 定 に よ り 市 長 が 支 障 が な い 若 し く は や む を 得 な い と 認 め る  

 道 路 又 は 同 項 第 ３ 号 た だ し 書 の 規 定 に よ り 市 長 が や む を 得 な い 若  
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 し く は 必 要 が な い と 認 め る 道 路 」 を 「 第 56 条 の ３ 第 ２ 項 第 １ 号 か  

 ら 第 ６ 号 ま で の た だ し 書 又 は 第 ８ 号 の 規 定 に 基 づ き 、 市 長 が 周 囲  

 の 状 況 に よ り や む を 得 な い と 認 め る 場 合 に 係 る も の 」 に 、 「 申 請  

 書 等 は 」 を 「 申 請 書 等 は 、 」 に 改 め る 。  

  第 ７ 条 第 １ 項 第 １ 号 た だ し 書 中 「 一 戸 建 の 住 宅 」 を 「 一 戸 建 て  

 の 住 宅 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 第 87 条 の ２ 」 を 「 第 87 条 の ４ 」  

 に 改 め る 。  

  第 ９ 条 第 １ 項 中 「 第 ３ 項 」 の 次 に 「 （ 法 第 87 条 の ２ 第 ２ 項 に お  

 い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 法 第 87 条 の ２ 第 １ 項 」 を 加 え る 。  

  第 13 条 第 １ 項 第 ５ 号 中 「 は さ む 」 を 「 挟 む 」 に 、 「 す み 切 り 」  

 を 「 隅 切 り 」 に 改 め る 。  

  第 15 条 第 ２ 項 、 第 ６ 項 及 び 第 ７ 項 、 第 16 条 第 ２ 項 、 第 ３ 項 、 第  

 ５ 項 及 び 第 ６ 項 並 び に 第 17 条 の ３ 中 「 第 87 条 の ２ 」 を 「 第 87 条 の  

 ４ 」 に 改 め る 。  

  別 表 第 １ 中 (55) の 項 を 削 り 、 (56) の 項 を (55) の 項 と し 、 (57) の 項 を (56) の  

 項 と し 、 (58) の 項 を (57) の 項 と し 、 (58) の ２ の 項 を (58) の 項 と し 、 (58) の ２  

 の ２ の 項 を (58) の ２ の 項 と し 、 (73) の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  

(73)  

の

２   

地 下 室 マ ン シ  

ョ ン 条 例 第 ３  

条 の ２ の 規 定  

が 適 用 さ れ る  

建 築 物  

既 存 不 適 格 調 書  既 存 建 築 物 の 基 準 時 及

び そ の 状 況 に 関 す る 事

項  

  別 表 第 １ (74) の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  

(74)  

の  

２  

都 心 機 能 誘 導  

地 区 条 例 第 ３  

条 の ２ の 規 定  

が 適 用 さ れ る  

建 築 物  

既 存 不 適 格 調 書  既 存 建 築 物 の 基 準 時 及

び そ の 状 況 に 関 す る 事

項  

 都 心 機 能  

誘 導 地 区  

条 例 第 ３  

条 の ２ 第  

２ 項 の 規  

定 が 適 用  

さ れ る 建  

築 物  

各 階 平 面 図  用 途 の 変 更 に 係 る 部 分  

床 面 積 求 積 図  用 途 変 更 後 の 都 心 機 能

誘 導 地 区 条 例 別 表 第 ２

第 １ 項 に 掲 げ る 用 途 に

供 す る 部 分 の 床 面 積 の

求 積 に 必 要 な 建 築 物 の

各 部 分 の 寸 法 及 び 算 式  

(74)  

の

３  

都 心 機 能 誘 導  

地 区 条 例 第 ３  

条 の ３ の 規 定  

が 適 用 さ れ る  

既 存 不 適 格 調 書  既 存 建 築 物 の 基 準 時 及

び そ の 状 況 に 関 す る 事

項  

各 階 平 面 図  用 途 の 変 更 に 係 る 部 分  
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 建 築 物    

  別 表 第 １ (80) の 項 中 「 第 86 条 の ４ 第 １ 項 」 を 「 第 86 条 の ４ 」 に 改  

 め る 。  

  第 ８ 号 様 式 中  

 「  

  公  告  番  号              第      号  

 図  面  作  成  者  

 住  所    氏  名  
            ○印  

                            」  

 を  

 「  

  公  告  番  号              第      号  

                            」  

 に 改 め る 。  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 30 年 法 律  

 第 67 号 ） 附 則 第 １ 条 本 文 に 規 定 す る 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ  

 し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る  

 。  

 (1)  第 ４ 条 中 横 浜 市 建 築 基 準 法 施 行 細 則 第 ７ 条 第 １ 項 第 １ 号 た だ  

  し 書 及 び 第 13 条 第 １ 項 第 ５ 号 の 改 正 規 定 、 別 表 第 １ の 改 正 規 定  

  （ 同 表 (80) の 項 に 係 る 部 分 を 除 く 。 ） 並 び に 第 ８ 号 様 式 の 改 正 規  

  定 並 び に 次 項 の 規 定  公 布 の 日  

 (2)  第 ４ 条 中 横 浜 市 建 築 基 準 法 施 行 細 則 第 ４ 条 第 １ 項 た だ し 書 の  

  改 正 規 定  令 和 元 年 10 月 １ 日  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 則 の 施 行 の 際 現 に 第 ４ 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 横 浜 市 建  

 築 基 準 法 施 行 細 則 の 規 定 に よ り 作 成 さ れ て い る 様 式 書 類 は 、 な お  

 当 分 の 間 、 適 宜 修 正 の 上 使 用 す る こ と が で き る 。  




